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ない評者にとっては，結局「系譜学」であるというこ  

とがどのような研究の立場を示しているのか具体的に  

思い描くことはできなかった。   

著者の地政学の系譜に関する分析は，過去の政治家  

から今日の対外政策の言説，過去の地政学者から今日  

の批判的研究者の理論まで，地政学という名に関わる  

広い範囲を扱っている。よって，本書の表題「批判的  

地政学」は，フランクフノ㌣ト学派の批判理論が理論の  

批判であるわけではないのと同様に，過去の地政学を  

単純に批判するような著者の立場を示すものなのでは  

ない。過去の地政学も今日の理論も同様に分析の対象  

となるのだ。さらに，著者にとって，過去の地政学も  

特別なものではなく，「1880年代に始まった次世紀を  

理論化する世紀末の一般的潮流の一部」（p．25）で  

あったのだ。評者の世代は驚くほど過去の地政学につ  

いて知らないが，本書第1章で取り上げられる，マッ  

キンダー，ラツツェル，マハン，チェーレン，ハウス  

ホープアー，スパイクスマンなどの言説が特定の起源  

から伝播したようなものではなく，まさに同時代的で  

あることに驚かされる。当時の「空間感覚」（カー  

ン，1993）としての地政学は，著者によれば世界，あ  

るいはグローバル空間を秩序だった全体として捉えよ  

うとする試みであるという。このような示唆は，19世  

紀末の様々な議論，例えば万国博覧会などの近代的企  

て（吉見1992）との整合性・関連性なギへと興味が  

深まる。   

第2章は第二次大戦後における地政学復活の様々な  

局面を素描することで始まるが，合衆国では1970年代  

のキッシンジャーの地政学を通じて，レーガン政権に  

おいて合衆国の覇権を再び強調する「新しい地政学」  

として盛り上がる。そしてこの第二の冷戦が，レーガ  

ン自身が出演していたB級笑劇映画の焼き直しであっ  

たという指摘（p．60）は，楽天的なスワッシュバック  

ラー（悪疾）映画がやはりレーガン政権下に復活する  

という映画史の議論（加藤，1996）と併せて読むと面  

白い。   

著者の立場は微妙だ。第2章を読んでもはっきりし  

ない。デリダに従って，geOpOliticsをハイフンで区切  

ることによってgeo－POliticsと表記するが，前者が伝  

統的なものや実践的なもの，あるいは最近の知識人に  

よる使用などを意味し，後者が筆者自身の営為を指す  

わけではない。「地一政治学geo－POliticsは地政学の別  

名である」，「地一政治学と地政学は一つである」（p．  

67）という言葉を見落とさないようにしたい。むし  

ろ，著者のハイフンの使用自体に意味があると考えら  
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Cβ咽れ神妙に掲載されている。日本でも著名な地理学  

者による書評はないが，これらのほとんどが本書を手  

放しで賞賛している。また，著者名の仮名表記は統一  

されていないが，他の分野も含めて著者の業績は日本  

でも紹介されている状況にある（オツアセール■アグ  

ニュー，1998；トール，1998）。   

本書は同著者による学会誌掲載諸論文と此しても非  

常に興味深いものとなっている。それはすなわち，第  

1，2，5章のような理論的部分は，dTuathail（1994）  

よりも洗練され理解しやすいし，他の章の事例研究も，  

dTuathailandAgnew（1992）や6Tuathail（1992）  

での素朴な記号論的分析よりも複雑なものになってい  

る。学術雑誌では文章構成がある程度制限されるが，  

その制限を受けずに本書は各章内の構成も章の配列も  

良く考えられている。参照している文献から著者の本  

書までの軌跡を辿るならば，d′mathail（1992）は  

ボードリヤール的に現代世界をシュミラークルとして  

措き，dTuathail（1994）はデリダ流に地政学という  

意味を解体しようとした。そして本書においては，さら  

にフーコーに従って地政学の「系譜学的歴史」（p．17）  

を編もうとしているといえよう。   

さて，山崎（1998）が丁寧に本書を概観しているの  

で，ここではそれと重複しないような評者の気になっ  

た点に議論を絞ってみたい。著者は本書で地政学の系  

譜を辿ろうとしているが，彼が問題としているのは地  

政学という特殊な事例についてではない。地理的な記  

述一般を問題にしようとしているのだ。地理学とは  

「名詞ではなく動詞である，すなわち地一記述であ  

り，地球を書くことである」（p．2）。地理（学）は所  

与のものではなく，絶えず書く行為によって造り替え  

られ，また我々の書く行為如何にかかっているとい  

う。地政学も同様に確たる実体ではなく，「それが喚  

起され修辞的に展開される際に常に我々に問題を突き  

つける言説的『出来事』」（p．17）だという。そして，  

地政学の系譜は歴史的に，コンテクスチュアルに分析  

されるべきだという。しかし，フーコーに精通してい  
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最後に，本書のエピローグに触れておこう。最終的  

に，著者は地政学を「本質的な同一性をもたない浮遊  

した記号」（p．249）と表現し，今日的には「テレビ的  

（遠隔視覚的）で娯楽化された現象になった」（p．250）  

という。こうしたメディア的な地政学的言説は必然的  

に，経済的力とイデオロギー的力と結びついている。  

そうしたなかで，「批判的地政学とは，帝国的真実，  

国家資本主義的知識，軍事兵器としての大文字の地理  

学への反抗文化のなかの一つである」（p．256）と結ん  

でいる。   

本書は英語圏の政治地理学における新しい流れを代  

表する一冊となるだろうが，日本の地理学にはどの程  

度の影響を及ぼすのであろうか。近年，批判的な立場  

を標模する経験的研究が増えつつある。しかし，地理  

的な記述は未だ資料としての扱いを脱していない。  
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太田 勇著，渡辺満久・小泉武栄・太田  

陽子編：地域の姿が見える研究を  

古今書院，1997，312p．，2800円（本体）  

著者が他界されて3年，本書が出版されて2年，今  

さらと言われる方も多いと思う。内容の紹介・評価に  

ついては宮町（1997），熊谷（1997）などの書評が出  

ており，また，近著である太田（1998）の「あとが  

き」を見ても，公にされてはいないが，編者らに射し  

「共鳴する声」（太田，1998，p．360）が寄せられたこ  

とも確かであろう。   

では，なぜ今書くのか。本書は「啓蒙書」である。  

評者には，本書が「建設的に論評」（p．70）されるこ  

とを通して，決して偶像化されることなく，将来にわ  

たって，討論の材料，議論の場を提供する昔として常  

に省みられてほしいという思いがある。杷憂であれば  

よいのだが，本書が著者の「第二の著作集」（太田，  

1998，p．360）である，ということを知り，また，熊  

谷（1997）に対して「心のこもる紹介をして下さっ  

た」（同，p．361）という表現を見たとき，著者に近し  

くない読者の中に編者らの意志に反して，著者の言説  

を偶像化，絶対化しようとする傾向に予め敏感に対処  

しておく必要があるのではという思いに駆られた。ま  

－60－   


